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Unit structure assembled of thinning lumbers and waste materials. Scenery is updated with waste materials. 
The communication that waste materials becomes the catalyst. We are actualized for the consciousness that does 
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まえがき 
 
身の回りにあるものを資源として、人の手を使
って建築をつくることはできないだろうか。 
人の手から離れた建築。現在、分業化が進み、つ
くり手とつかい手との間で大きな断絶が起きて
いるのではないだろうか。 
そうではなく、誰しも体験したことがあるよう
に、子ども時代にあらゆるものを活かして何かを
作るように、資源を全ての人が手に取り場所をつ
くることをしたい。自分に必要な大きさとその量
を把握すること。 
高度な技術はいらない。みんなで面白い場所を
自分の力でつくれないだろうか。公園で、間伐材
と身近な資源で場所をつくる。 
大量生産大量消費のいま、建築ができることを提
示するタイミングだと感じている。 
身近な資源は、ごみを資源としてとらえなおすこ
とで価値を見出す。 
ごみを資源として活かす空間を構成する躯体
として、拡張性のあるジョイントを用いたフレー
ムを製作し、できた場を活用して様々な廃棄物を
再利用する関係を生み出していこうと考えた。 
 
 
2.ごみを取り巻く問題の位相 
2-1.ごみの集まる公園・通称ごみ公園として 
 
ホームレスの生活は都市の資源を山の幸のよ
うにみて採集している。 
隅田川に住む鈴木さんは、家の材料をすべてご
みから調達している。まるで、山に住んでいる人
たちにとっての草木のように、都市のごみを自然
物のように捉えて家をつくっている。それはある
意味、東京にとっての自然素材の家ということに
なるかもしれない。（図 1） 
こうした観点で着目しているのが坂口恭平で
ある。ホームレスの生活が都市のレイヤーの中に
存在していることを発見し、0 円でできる家や 0
円生活圏を提案している。人それぞれがもってい
る能力を集めることで、現政府のレイヤーにはな
い新しい住まい方を提唱している。(図 2) 
今の社会の無意識なシステムに乗るのではな
い、意識を顕在化するのである。間伐材を用いる
ことで、汎用性を。ごみを資源とすることで、毎
日違う風景が生み出せると考える。 
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図 1.鈴木さんの隅田川の家 
 
図 2.モバイルハウスと坂口恭平 
 
2-2.ごみを媒介としたゴミュニケーションとプ
レーパーク 
 
プレーパークという廃材で遊び場をつくる活
動がある。世界で最初のプレーパークは、1943
年にコペンハーゲンし郊外でつくられたエント
ラップ廃材遊び場である。造園家カール・テオド
ール・ソーレンセンは、こぎれいな遊び場よりも
ガラクタのころがっている空地や資材置き場で
子どもたちが大喜びで遊んでいる、という長年の
観察にもとづいて、「廃材遊び場」を提案した。 
プレーパークでは、子どもたちがのびのびと遊
べるように、地域の大人たちが知恵を出し合って
つくった遊び場である。ノコギリや金槌を使って
秘密基地をつくったり、木登りをしたりと、子ど
もが自分で考え出した遊びができる場所である。
ここには、ふつうの公園で見かけるブランコやジ
ャングルジムなどはなく、木の廃材や古タイヤ、
それらを使った手作りの道具などがある。この活
動は、日本においては地域住民による運営が広が
っている。首都圏などの都会を中心に全国で約
180 カ所ある。（図 3～6） 
今回、この概念と接続して作品にしている。年
齢も世代も関係ない、ここでは、ごみを媒介とし
たゴミュニケーションが成り立つ。遊具を作った
り、おもちゃを作ったり、あるもので自由なもの
を作れる。 
刃物も使っていい、火も焚いていい、禁止され
ている行為を許容する。 
技術のある物が技術を教えたり、ものつくりをし
たり、ここはみんなの場所であり、新しいパブリ
ックである。 
これにより、作り手と使う側のずれが常に更新
され、みんながごみからつくったもので風景が更
新されていく新しい場所性が生まれる。 
 
  
図 3.穴を掘る    図 4.工作 
  
図 5.網を木に懸ける 図 6.小さな小屋を作る 
 
3.作品およびプロジェクト例 
 
古くはアークグラムの一連の提案にたどれた
が、最近の事例では、組立型であったり、リサイ
クル資材を用いたりした建築やアートパフォー
マンス、プロダクト、参加型のワークショップや
リサイクルに関わる社会システム、さらに作り手
と使い手をつなげる工夫に関しての検討を行っ
た。 
まず、組立型であったりリサイクル素材を用い
たりした建築に関しては、藤本壮介建築設計事務
所によるくまもとアートポリス次世代木造バン
ガロー/Primitive Future House 山本理顕設計工
場による邑楽町役場庁舎（実現せず）。隈研吾建
築都市設計事務所によるスターバックスコーヒ
ー大宰府天満宮表参道店などがある。坂茂建築設
計によるペットボトル・ストラクチャー。隈研吾
建築都市設計事務所による Water Branch。石上
純也建築設計事務所による秋田県でのグループ
ホームのプロジェクト。三分一博志による山口県
山口市の ancora production + pizzeria などを
参照した。 
アートパフォーマンスに関しては、川俣正によ
る一連の作品やみかんぐみによる Bank Art NYK
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でのハンガーを用いたインスタレーション、また
池田拓馬による廃棄された扉を集めてつくられ
た作品、田中良典によるモバイルハウスなどを参
考にした。 
プロダクトに関しては、廃棄予定の告知啓発用
の横断幕を活用した CIRCULATION SHUTOKO による
トートバッグや進路表示用の標識を活用したベ
ンチなどがみられた。 
参加型のワークショップの例としては、藤浩志
によるかえっこ。江東区豊洲のららぽーとで行わ
れた BOSAI-EXPO の例がみられた。 
リサイクルに関わる社会システムの例では、前
橋市に本拠を構えるナカダイによるモノファク
トリー事業や渋谷区の渋谷駅周辺で展開されて
いるシブカサの例がみられた。（図 7） 
作り手と使い手をつなげる工夫に関しては、
FabLab の活動を参照した。（図 8） 
 
図 7.モノファクトリー 
 
図 8.FabLab 
 
4.拡張するジョイント 
 
開発したジョイントのパーツは全部で 4 種類。
それぞれのパーツの長さは 30cm である。持ち運
びしやすく、組み合わせることでつながる。（図
9～15） 
楔の上からロープでしばることで回転剛性を
抑えることができる。これにより、いくらでも拡
張でき、多くの部材をいれることで、強固な構造
体をつくることができる。(図 16・図 17) 
間伐材を用いて、実際に組むことを通して、検証
した。（図 18） 
 
 
図 9．4 種類のパーツ  図 10.組立① 
 
図 11.組立②       図 12.組立③ 
 
図 13.組立④      図 14.組立⑤ 
図 15.組立⑥ 
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図 16.楔とロープによるディテール 
 
図 17.楔とロープで回転剛性を抑える仕組み 
 
図 18.構法上の実現性と安定性について検討する
ための実寸躯体 
5.拡張性と移動性のあるごみ公園 
 
この活動が世の中に広まれば、無意識な生活に終
わりを告げ、一人一人の意識が変わり、住んでい
た社会が拡張される。今まで行政による仕組みに
乗せられていたが、自分たちで仕組みをつくれる。
思考し続け、社会を拡張できる。 
最後に、そのごみは本当にごみですか？ 
 
あとがき 
 
 もともと社会学に興味があったが、ものつくり
にも興味があったため建築学を専攻することに
した。 
修士設計においては、自宅の近くで目にしてい
た公園とごみ捨て場の組み合わされた場面を目
にしたことがきかっけとなって構想されたもの
である。 
 ものをつくるきっかけになった関心は、ディテ
ールや構法への興味につながった。拡張性と可搬
性のあるジョイントやごみ問題への問題提起を
テーマになることとなった。 
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